


平成18年８月から・・・

◆【現役並み所得者】の収入判定基準が変わります。

●現役並み所得者（これまでの「一定以上所得者」のことです。）
・課税所得が 145万円以上の老人医療受給者と、その同一世帯の老人医療受給者
・老人医療受給者で、同一世帯の 70歳以上の方の課税所得が 145万円以上の方

※ただし、世帯のうち 70歳以上の方と、老人医療受給者の収入の合計によって、一部負担金の割合や高額医療費
　の自己負担限度額適用区分が変更になる場合があります。判定の基準収入額などについては、表をご覧ください。
　〔表：現役並み所得者の判定基準〕

平成18年度
住民税
課税所得金額

基準収入額
（平成17年中の総収入金額）

一部負担金の割合
高額医療費の
自己負担限度額
適用区分

申 請
高齢者単身世帯
（注１）

高齢者複数世帯
（注２）

145 万円以上
213万円未満

383万円未満 520万円未満 １割
一 般

必要（注３）

383 万円以上 520万円以上
３割

（平成18年９月30日までは２割）
不 要

213万円以上

383万円未満 520万円未満 １割
一 般 必要（注４）383 万円以上

484万円未満
520万円以上
621万円未満 ３割

（平成18年９月30日までは２割）
484万円以上 621万円以上 現役並み所得者 不 要

（注１）老人医療受給者が１人で 70歳以上の方がいない世帯の場合
（注２）70 歳以上の方と老人医療受給者が複数いる世帯の場合
（注３）申請がない場合、一部負担金の割合は「３割（平成18年９月30日までは２割）」、高額医療費の自己負
　　　　担限度額適用区分は「一般」となります。
（注４）申請がない場合、一部負担金の割合は「３割（平成18年９月30日までは２割）」、高額医療費の自己負
　　　　担限度額適用区分は「現役並み所得者」となります。

●低所得Ⅱ… 同一世帯の全員が市県民税非課税の老人医療受給者
　○老年者の住民税非課税措置の廃止に伴う経過措置があります。( 平成 18年８月から 2年間、年度ごとに判定 )
　　平成 17 年 1 月 1 日現在、65 歳以上で、合計所得金額 125 万円以下の方（「税法上の経過措置対象者」）と、
　　同一世帯の住民税非課税である老人医療受給者も「低所得Ⅱ」となります。
　（経過措置の例外）
　・同一世帯に、税法上の経過措置対象者を除く住民税課税者がいる場合。
　・単身の老人医療受給対象者等のみの世帯
　・税法上の経過措置対象者である老人医療受給対象者
　・税法上の経過措置対象者のみで構成される世帯
●低所得Ⅰ… 同一世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の 70 歳以上の方と老人医療受給者の各所得が、必要
　　　　　　経費を差し引いたときに０円となる老人医療受給者
●一般… 現役並み所得者、低所得Ⅰ・Ⅱのいずれにもあてはまらない老人医療受給者。

老
人
医
療
制
度

老人医療制度が変わります
　老人医療制度の改正に伴い、平成 18年８月から、医療費の一部負担金の割合を決め
る【現役並み所得者】の収入判定基準が変わります。
　また、10月から医療費の一部負担割合、高額療養費の自己負担限度額、療養病床に
入院する場合の食費や居住費の負担額が変わりますので、お知らせします。

■問い合わせ　保険課医療給付係（☎２３－５１２３）



平成18年10月から・・・

◆【現役並み所得者】の医療費の負担割合が変わります。

　平成 18年９月まで…２割　　⇒　平成 18年 10月から…３割

◆ 高額医療費の（１ヶ月あたり）自己負担限度額が変わります。

平成18年９月まで

区 分 外来（個人単位） 外 来 ＋ 入院（世帯単位）
一 般 １２, ０００円 ４０, ２００円

現役並み所得者 ４０, ２００円
７２，３００円＋医療費が３６１，５００円を超えた場合は、
その超えた分の１%を加算
（㊟４回目以降は 40,200 円）

低所得Ⅱ
８, ０００円

２４, ６００円
低所得Ⅰ １５, ０００円

㊟過去 12ヶ月間に、ひとつ世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額

平成18年10月から　

区 分 外来（個人単位） 外 来 ＋ 入院（世帯単位）
一 般 １２, ０００円 ４４, ４００円

現役並み所得者 ４４, ４００円
８０，１００円＋医療費が２６７，０００円を超えた場合は、
その超えた分の１%を加算
（㊟４回目以降は 44,400 円）

低所得Ⅱ
変更なし

変更なし
低所得Ⅰ 変更なし

㊟過去 12ヶ月間に、ひとつ世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額

◆ 療養病床に入院する場合の食費・居住費負担が変わります。

平成18年９月まで　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 18年 10月から
食材料費相当 食 費 居 住 費
２４, ０００円 ４２, ０００円 １０, ０００円

●ただし、低所得の方には、負担の軽減があります。
区 分 食 費 ＋ 居住費
低所得Ⅱ ３０, ０００円

低所得Ⅰ ２２, ０００円

低所得Ⅰ（老齢福祉年金受給者） １０, ０００円
老
人
医
療
制
度



【
ご
意
見
】

　

平
成
18
年
度
か
ら
制
度
を
適
用
さ
れ

た
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
努
力
に
欠
け
て
い
た
と
思

う
。
ま
た
、
制
度
の
運
用
が
始
ま
っ
て

か
ら
も
、
問
題
が
発
生
し
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
既
に
制
度
を
適
用
し
た
施
設

の
運
用
実
績
を
市
民
の
文
化
・
利
便
性

の
向
上
の
観
点
で
確
認
し
、
制
度
全
般

を
再
検
証
す
べ
き
で
あ
り
、
事
を
急
い

で
新
た
な
施
設
に
制
度
を
適
用
す
べ
き

で
な
い
。

【
市
の
考
え
か
た
】

　

既
に
制
度
を
適
用
し
た
施
設
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
の
募
集
要
項
や
選

定
基
準
の
例
を
公
表
す
る
な
ど
、
制
度

の
適
用
方
法
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
新
た
に
制

度
を
適
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
た
び
の

意
見
募
集
の
と
お
り
、
検
討
段
階
か
ら

の
情
報
提
供
と
意
見
募
集
を
行
な
う
と

と
も
に
、
施
設
の
運
営
委
員
会
や
利
用

者
協
議
会
で
の
説
明
・
意
見
交
換
に
も

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
に
お
い
て
制
度
適
用
に
起
因

す
る
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
制
度
の
運
用

実
績
を
確
認
し
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
つ
つ
、

必
要
に
応
じ
て
制
度
の
見
直
し
を
検
討

し
ま
す
。

　

新
た
な
施
設
へ
の
制
度
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
検
討
を
始

め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
市
が

財
政
再
建
を
進
め
て
い
る
中
で
、
民
間

事
業
者
等
の
知
識
や
活
力
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
施
設
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
水
準
の
維
持
・
向
上
を
図
り
つ
つ
、

管
理
経
費
の
縮
減
も
期
待
す
る
こ
と
の

で
き
る
こ
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用
す

べ
き
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
市
は
、
新

た
に
制
度
を
適
用
す
る
予
定
の
施
設
に

つ
い
て
、
関
係
条
例
の
改
正
案
を
平
成

18
年
７
月
市
議
会
定
例
会
に
提
出
し
ま

し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
を
適
用
す
る
予
定
の
施
設
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

　

広
報
よ
な
ご
５
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
米
子
市
で
は
、
平
成

19
年
４
月
か
ら
新
た
に
「
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
」
と
「
市
民
体
育
館
・
地

区
体
育
館
・
弓
道
場
・
武
道
館
・
東

山
公
園
合
宿
所
」
に
指
定
管
理
者
制

度
を
適
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
に
指
定
管
理
者

制
度
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
６
月
９
日
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

お
２
人
の
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
市
の
考
え

か
た
と
あ
わ
せ
て
、
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度

米子市民体育館



【
ご
意
見
】

　

指
定
管
理
者
制
度
を
適
用
す
る
目
的

は
、
無
駄
を
省
き
、
管
理
経
費
を
節
約

す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
の
点
に
つ
い
て
見
直
し
を
検
討
す

べ
き
で
す
。

【
意
見
１
】

　

体
育
施
設
の
管
理
人
の
勤
務
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
直
し
、
そ
の
配
置
を

パ
ー
ト
職
員
の
活
用
を
含
め
効
率
的
に

行
な
う
べ
き
で
す
。
昼
間
の
使
用
率
の

低
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
予
約
制
を
導

入
し
、
必
要
な
時
間
の
み
管
理
人
を
配

置
す
べ
き
で
す
。

【
市
の
考
え
か
た
】

　

指
定
管
理
者
制
度
の
適
用
後
は
、
市

で
は
な
く
指
定
管
理
者
が
各
施
設
の
管

理
人
の
勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
定
め

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
創
意
工
夫
に
よ

る
効
率
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
市

と
し
て
も
時
間
帯
に
よ
る
利
用
の
疎
密

傾
向
を
把
握
し
、
効
率
的
な
管
理
人
の

配
置
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
と
協
議
し

て
い
く
予
定
で
す
。

【
意
見
２
】

　

施
設
の
使
用
料
が
何
年
も
改
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
余
り
に
安
す
ぎ
ま
す
。
使

用
料
を
現
行
の
倍
程
度
に
し
、
ま
た
、

照
明
（
水
銀
灯
）
の
使
用
料
も
新
設
す

べ
き
で
す
。

【
市
の
考
え
か
た
】

　

施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
近
年
、

見
直
し
を
検
討
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
12
年
に
発
生
し
た
鳥
取
県

西
部
地
震
の
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
考

慮
し
、
見
送
っ
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
19
年
度
の
改
定
に
向
け
、

施
設
運
営
経
費
の
積
算
等
に
基
づ
く
使

用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
中
で
す
。

　

な
お
、地
区
体
育
館
の
照
明
（
水
銀
灯
）

の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
新
設
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
意
見
３
】

　

公
民
館
活
動
に
よ
る
利
用
は
、
地
区

体
育
館
の
使
用
料
が
全
額
減
免
さ
れ
て

い
る
が
、
半
額
程
度
の
減
免
と
す
べ
き

で
す
。

　

ま
た
、
地
区
以
外
の
か
た
も
公
民
館

活
動
に
よ
る
利
用
と
し
て
減
免
さ
れ
て

い
る
実
態
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
市
の
考
え
か
た
】

　

地
区
体
育
館
は
、
公
民
館
活
動
を
中

心
と
し
た
各
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

の
た
め
に
設
置
し
て
い
る
施
設
で
あ
り
、

使
用
料
の
減
免
は
適
切
な
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
新
設
を
検
討
し
て
い
る

照
明
（
水
銀
灯
）
の
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
一
般
利
用
者
に
対
す
る
負
担
の
公

平
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
減
免
対
象

に
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
区
以
外
の
方
の
利
用
実
態

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
調
査
を
行
な
い
、

所
定
の
減
免
基
準
の
厳
格
な
適
用
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
施
設
に
設
置
し
て
あ

る
利
用
率
の
低
い
公
衆
電
話
を
普
通
電

話
に
切
り
替
え
る
提
案
の
ほ
か
、
施
設

の
事
務
処
理
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
ご
意
見
を
参
考
に
し
、
市
と

指
定
管
理
者
が
連
携
・
協
力
す
る
中
で
、

施
設
の
効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
公
募
予
定
に
つ
い
て

　

新
た
に
指
定
管
理
者
制
度
を
適
用
す

る
予
定
の
「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」
及

び
「
市
民
体
育
館
・
地
区
体
育
館
・
弓

道
場
・
武
道
館
・
東
山
公
園
合
宿
所
」

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
制
度
適
用
を
可

能
に
す
る
関
係
条
例
の
改
正
案
に
つ
い

て
市
議
会
の
審
議
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

指
定
管
理
者
の
公
募
は
、
改
正
案
の
議

決
後
、
８
月
中
旬
ま
で
に
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　

募
集
要
項
は
、「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
と
担
当
課
（
商
工
課
・
体
育
課
）

で
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

行
政
改
革
推
進
室
（
☎
23―

５
３
０
７
）

Ｅ
メ
ー
ル 

gyoukaku@
yonago-city.jp

指
定
管
理
者
制
度 米子市営武道館

米子市勤労青少年ホーム



路
線
バ
ス
に
つ
い
て
考
え
る

　

米
子
市
で
は
、
マ
イ
カ
ー
の
普

及
と
公
共
交
通
離
れ
が
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
。
昭
和
40
年
に
比
べ

る
と
、
車
の
登
録
台
数
が
16
倍
に

増
え
る
一
方
で
、
路
線
バ
ス
の
利

用
者
は
10
分
の
１
ま
で
減
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
市
内
を
走
る
バ
ス

の
ほ
と
ん
ど
が
赤
字
に
な
っ
て
お

り
、
バ
ス
会
社
も
経
費
節
減
の
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
路
線
バ

ス
の
経
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

　

好
き
な
と
き
に
好
き
な
場
所
に

行
け
る
マ
イ
カ
ー
は
と
て
も
便
利

な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
車
が
運

転
で
き
る
人
に
と
っ
て
は
便
利
で

も
、
そ
う
で
な
い
人
は
移
動
す
る

手
段
が
な
く
、
通
院
や
買
い
物
も

で
き
な
い
よ
う
な
ま
ち
で
は
困
り

ま
す
。
国
や
県
、
市
町
村
は
、
赤

字
の
バ
ス
路
線
に
補
助
金
を
交
付

し
て
、
市
民
の
移
動
手
段
と
し
て

の
運
行
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
や
県
、
市
町
村
も

苦
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
バ
ス
の

運
行
を
支
え
る
の
に
も
限
界
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
鳥
取
県
か
ら
、
市
町

村
を
ま
た
が
る
広
域
路
線
に
対
す
る

補
助
金
の
見
直
し
が
提
案
さ
れ
、
こ

れ
を
受
け
て
県
内
全
域
で
バ
ス
路
線

見
直
し
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
今
は
使
わ
な
い
け
れ
ど
、
年
を

と
っ
て
車
が
運
転
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
の
た
め
に
必
要
」「
普
段
は
使

わ
な
い
け
れ
ど
、
一
応
バ
ス
が
通
っ

て
い
る
と
安
心
」―

　

し
か
し
、

い
ま
乗
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
バ
ス

を
走
ら
せ
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
誰
も
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
行
政
と
市

民
が
一
体
と
な
っ
て
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

地
域
政
策
課
（
☎
23―

５
２
７
４
）

佐摩線　798 万円
下市線　334 万円

だんだんバス　1,052 万円

米子高校線　412 万円

法勝寺線　297 万円

御内谷線　190 万円

岩屋谷線　132 万円

外浜線　465 万円

内浜線　481 万円

三柳線　1,258 万円 どんぐりコロコロ　946 万円

福万線　765 万円

水浜線　355 万円

溝口・根雨線　807 万円

各バス路線における米子市の補助金額（年額）の状況

大山線　252 万円



第62回　米子市　秋の文化祭
米子市美術館（☎３４－２４２４）

行事名 連絡先 日程
第37回美術集団ゼム作品展 66－ 3520

9/1 ㈮～
9/5 ㈫第22回米子写真倶楽部作品展 22－ 5578

第47回チャーチル会米子作品展 22－ 3321
水曜会絵画作品展 33－ 6503 9/8 ㈮～

9/12 ㈫児童・生徒条幅展 22－ 5767
☆米子市美術館常設展Ⅰ
　「アートのなかの子どもたち」 34－ 2424

9/10 ㈰～
10/22 ㈰

第10回記念ビスターレ絵画展 29－ 7190
9/15 ㈮～

9/19 ㈫
麗山書院展 26－ 3844

9/29 ㈮～
10/3 ㈫西部とっとり版画展 22－ 6378

山陰ライカクラブ写真展 34－ 4372

米子工芸会展 33－ 3651
10/6 ㈮～

10/9 ㈪
第28回龍心会書道展 22－ 5767

10/13 ㈮～
10/17 ㈫

第11回米子市写真家協会展 34－ 1408
第20回(記念)現代美術家協会山陰支部展 56－ 2413
フォトクラブピノキオ写真展 22－ 4858
つくしの会　絵画展示会 33－ 6158

10/20 ㈮～
10/24 ㈫

サークル "U" 写真展 29－ 9750
米子美術家協会展 68－ 2215
アメリカンフラワー・Dip 工芸作品展 27－ 3878

第50回鳥取県美術展覧会 34－ 2424
10/28 ㈯～

11/6 ㈪
第８回創元会鳥取支部展 31－ 2067

11/10 ㈮～
11/14 ㈫

米子ちぎり絵水星会展 68－ 3826
第21回皓墨会水墨画作品展 32－ 7271
日本芸術人形作品展 33－ 1133
☆米子市美術館常設展Ⅱ
　「横尾忠則版画の世界」 34－ 2424

11/12 ㈰～
12/17 ㈰

日本報道写真連盟鳥取県支部合同展 29－ 0206

11/17 ㈮～
11/21 ㈫

フォトきゃらぼく（第29回）写真展 22－ 6620
黒ばら会米子木彫会展 32－ 7506
第14回出逢い
･合同作品展

第22回玄想会作品展 35－ 0014
第15回フランスししゅう展 29－ 5403

写真集団ゼロ 40周年記念作品展 33－ 7690
11/24 ㈮～
11/28 ㈫

第 33回米子墨彩会水墨画展 32－ 0558
'06 山陰新協米子展 27－ 1863
第42回かこう会作品展 29－ 5397
第39回麓人展 29－ 2725

12/1 ㈮～
12/5 ㈫中美展 34－ 3241

全日写連米子支部作品展 33－ 4238
撫風花作品展 29－ 8494 12/8 ㈮～

12/12 ㈫鳥取県西部地区書道連盟展 22－ 7590

第40回記念ぶなの木会展 22－ 5224
12/15 ㈮～
12/19 ㈫

米子市公会堂（☎２２－３２３６）
行事名 連絡先 日程

米子シネマクラブ第 48回例会
「ヴェラドレイク」

23－1546 8/27 ㈰

米子市民劇場９月例会　俳優座劇場プロ
デュース公演「夜の来訪者」

33－8695 9/28 ㈭

山陰花扇会発表会 34－1980 11/5 ㈰
米子市民劇場 11月例会
博品館劇場＋ピュアーマリー公演
「ステッピング・アウト」

33－8695 11/12 ㈰

米子労音 11月例会
アナ・ヴィドヴィッチ　ギターリサイタル

34－3173 11/24 ㈮

県民による第九米子公演 31－1266 12/3 ㈰
米子西高等学校吹奏楽部
第 34回定期演奏会

22－7421 12/24 ㈰

米子市文化ホール（☎３５－４１７１）
行事名 連絡先 日程

2006年平和のための戦争展 34－1202
8/11 ㈮～

8/13 ㈰
☆米子人生大学講座
　「ふるさとの環境保全を考える」

23－5444 9/4 ㈪

☆米子人生大学講座「歌のある生活」 23－5444 9/25 ㈪
米子労音９月例会
ジャン＝ジャック・カントロフ＆上田晴子

34－3173 9/30 ㈯

☆米子人生大学講座「出雲という国」 23－5444 10/2 ㈪
演劇集団あり
鳥取県演劇連盟公演「ばら色の人生」

090－1337
－ 9222

10/29 ㈰

米子マンドリンオーケストラ
第21回定期演奏会

33－3321 11/11 ㈯

☆米子市公民館ふれあい発表会 23－5443
11/18 ㈯～
11/19 ㈰

☆生涯学習講演会 23－5442 11/19 ㈰
第57回米子邦楽と舞踊の会 22－2902 12/3 ㈰

その他の会場
行事名 会場 連絡先 日程

米子俳句大会 ふれあいの里 33－6655 10/ １㈰
第 8回
健身太極拳交流大会 鳥取県立武道館 42－4444 10/ １㈰

米子市合同短歌祭 ふれあいの里 34－1791 10/8 ㈰
第42回
白珠山陰支社短歌大会 米子商業センター 33－6751 10/10 ㈫

イーゼル会絵画作品展 丸京庵
市民ギャラリー

29－4665
10/12 ㈭～
10/16 ㈪

諸流合同いけばな展 米子髙島屋 32－6303
10/12 ㈭～
10/17 ㈫

米子こども劇場
人形劇団クラルテ「ゆらゆら
ばしのうえで」(他)

桂住寺 32－3847 10/20 ㈮

米子こども劇場
松元ヒロ　ソロライブ ふれあいの里 32－3847 10/26 ㈭

バードカービング展 米子水鳥公園ネイ
チャーセンター

34－4907
10/28 ㈯～

11/5 ㈰
米子茶道連盟
平成18年度　米子市秋
の文化祭合同茶会

本教寺 /涼善寺
法蔵寺 /福厳院

32－0635 11/3 ㈮

米子シネマクラブ
第49回例会

米子コンベンショ
ンセンター

23－1546 11/5 ㈰

情脈短歌大会 米子商業センター 34－1791 11/12 ㈰
太極拳まつり 米子産業体育館 32－4868 12/3 ㈰

☆印は米子市教育委員会の主催事業です。

■問い合わせ

文化課（☎２３－５４３６）

Eメール　bunka@yonago-city.jp

http://www.yonago-city.jp/bunka/akibun/

menu62.htm



市税収納率の低下に歯止め
　米子市では ､行財政改革を実行するとともに、財政基盤を確固としたものにするため ､平成 17年６月に ｢財政健
全化プラン ｣を策定しました。
　そのプランの中で、徹底した歳出抑制とともに、市税の徴収率向上を目指しています。その結果、平成 17年度の
市税徴収率が前年度に比べ 0.94 ポイント増の 91.44％に上昇しました。
　内訳は、現年課税分 97.71％（前年度比 0.48％増）、滞納繰越分 24.83％（同 10.47％増）と、いずれも向上しました。
　今後も、全庁を挙げて滞納整理に取り組み、収納率の向上に努めていきます。『米子市』を支える市税は、忘れずに納
めましょう。
　　　　　　収納率の推移

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度
現年課税分 9 7 . 9 2 9 7 . 7 2 9 7 . 5 8 9 7 . 4 9 9 7 . 2 3 9 7 . 7 1
滞繰繰越分 1 4 . 7 9 1 5 . 9 9 1 6 . 7 8 1 5 . 3 0 1 4 . 3 6 2 4 . 8 3

計 9 3 . 4 9 9 2 . 7 1 9 2 . 1 2 9 1 . 5 0 9 0 . 5 0 9 1 . 4 4
■問い合わせ　収税課（☎２３－５１６３）

情報クローズアップ
障害者控除の申告はお済みですか？

　平成 17年 12月 31日時点で、障害者手帳をお持ち
の方のほか、介護保険の要介護認定（要支援は除く）
を受けておられる方は、「障害者控除対象者認定証」
の交付を受けることにより、所得税・住民税の障害者
控除の対象となります。
　障害者控除の対象となる方で、申告がお済みでない
場合はお問い合わせください。（老年者非課税措置の
廃止により、今年度から住民税課税となっておられる
方は、もう一度ご確認ください。）
■問い合わせ　課税課市民税係　（☎２３－５１１４）
　　　　　　　長寿社会課　　　（☎２３－５１３１）
　　　　　　　障がい者支援課　（☎２３－５１５３）

国民年金の免除制度
　経済的な理由等により保険料の納付が困難なときに
は、保険料の免除（全額、3/4、1/2、1/4）や若年者
納付猶予制度（30 歳未満の方が対象）の申請ができ
ます。免除は、原則として本人、配偶者及び世帯主の
前年所得等を審査のうえ決定されます。
　現在の免除の対象期間は、平成 18年７月から平成
19 年６月までです。申請は毎年必要になりますが、
全額免除と納付猶予が認められた方については、継続
申請の手続きをすることができます。
　免除を希望される方は、お早めに市民課年金係（１
階５番窓口）で申請してください。申請には、印鑑と
年金手帳が必要です。
　また、平成 17 年 1 月 1 日以降に離職された方は、
雇用保険受給資格者証等、離職日が確認できる公的機
関の発行した証明書が必要です。
■問い合わせ　市民課年金係　（☎２３－５１４２）

ＡＥＤを設置しました
　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）とは、心疾患、特に
心筋梗塞などが原因で突然倒れた場合に、心臓のリズ
ムを自動的に調べ、除細動が必要かどうかを自動的に
決定して、どういう操作をすべきかを音声で指示し、
電気ショックを与える救命機器のことです。
　ＡＥＤは、いざというときに一般の人でも安心して
簡単に操作できるように設計された機器で、全国の駅
や空港、公共施設などで設置がすすめられています。
　米子市では、ＡＥＤを市内８か所に設置しました。
■設置場所
　市役所本庁舎　　淀江支所庁舎　　ふれあいの里

　市民体育館　　　淀江体育館　　　淀江ゆめ温泉

　米子市公会堂　　米子市文化ホール
■問い合わせ
総務課危機管理室（☎２３－５３３６・５３３７）

おわびと訂正
７月号５ページ記事中の「目標　平成 22 年度ごみ排出量
68,095 ｔ」とあるのは、「66,069 ｔ」の誤りでした。
おわびして訂正いたします。



情報クローズアップ

第37回淀江町盆踊り花火大会
つなげよう　ふるさとの夢　未来へ

■と き　15日（火）午後７時30分～９時25分
　　　　　（雨天のとき、１日だけ順延）
■ところ　淀江海岸駐車場、淀江海岸
※駐車場は淀江公民館、米子市淀江支所駐車場を
　ご利用ください。
■問い合わせ　淀江公民館（☎５６－３２２２）

第23回 加茂川まつり
　旧加茂川の清流復活の願いを込め、風情たっぷり
の「加茂川まつり」を開催します。
　夕涼みがてらお出かけください。
■と き　　20日（日）～ 23日（水）
■主な内容
オープニングセレモニー、お地蔵さんテーリング、
加茂川音頭踊りパレード、川下り
※そのほかにもさまざまなイベントを予定しています。
■問い合わせ
加茂川まつり実行委員会（☎３４－８８１３）

鳥取県指定無形民俗文化財
第40回・米子盆踊り大会

　米子の伝統の民俗芸能・米子盆踊り。皆さんの参
加で踊りの輪を広げましょう。
■と き　14日（月）午後７時30分～９時30分
　　　　　（雨天のとき、１日だけ順延）
■ところ　米子市公会堂広場
■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

2006 サイクルカーニバル
ｉｎＹＯＤＯＥ

■と き　27日（日）受付午前８時30分～９時30分
■集 合　淀江町「伯耆古代の丘公園」
●古代の丘サイクルオリエンテーリング
　～淀江町内名所周遊コース～
ゲームとクイズの得点で素敵な商品もらっちゃおう。
参加条件　小学生以上。（小学４年生以下は保護者同伴）
参 加 料　大人 2,500 円、小学生 1,500 円
●水の旅人健脚コース
　～大山山麓コース～（距離約50ｋｍ）
参加条件　中学生以上でヘルメット着用。
（自転車はロード、ＭＴＢなどのスポーツ車に限ります）
参 加 料　3,000 円
■申込期限　14日（月）
※事前に申し込みが必要です。
■いずれのコースも、昼食希望の方は別途 500円要。
■申込・問い合わせ　
サイクルカーニバル inYODOE実行委員会（淀江町商工会内）
（☎５６－２７００）

とっとり就職フェア
　一般求職者、来春大学等卒業予定の方を対象に、

企業による会社概要や業務、その他求人内容の説明

のほか、予備面接 (履歴書不要 )を行ないます｡

■と き　11日（金）　午後１時～４時 30分

　　　　　(受付　正午～午後４時 )

■ところ　米子コンベンションセンター

　　　　　１階多目的ホール

■問い合わせ
( 財 ) ふるさと鳥取県定住機構西部事務所

（☎３８－５００２）

「子ども人権110番」強化週間
　法務局と鳥取県人権擁護委員連合会では、子どもた
ちに関する暴行、虐待、いじめ、体罰などの相談に応
じ、問題解決のための援助を行なうために、「子ども
人権１１０番」を開設しています。
お気軽にご相談ください。
相談専用電話　☎０５７０－０７０－１１０
開設時間　　　平日…午前８時 30分～午後５時
　　　　　　　（ただし、土・日・祝日は休みます）
※ 28日（月）～９月３日（日）は、
　平 日…午前８時30分～午後６時30分
　土・日…午前 10時～午後５時
■問い合わせ　鳥取地方法務局人権擁護課
　　　　　　（☎０８５７－２２－２２８９）
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ま
す
。

同
和
地
区
関
係
者
を
と
り
ま
く
課

題
の
解
決
に
向
け
た
施
策
の
推
進

　

同
和
地
区
の
生
活
実
態
や
同
和

問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
の
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
同
和
地
区
関
係
者

を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の

解
決
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
ま

す
。

■問い合わせ　人権政策課（☎２３－５４１５）

【
現
状
と
課
題
】

　

同
和
問
題
は
、
日
本
国
憲
法
が
保

障
し
て
い
る
基
本
的
人
権
の
侵
害

に
か
か
わ
る
重
大
な
課
題
で
す
。

　

米
子
市
で
は
課
題
解
決
に
向
け

諸
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
同
和
地

区
実
態
調
査
や
市
民
意
識
調
査
の

結
果
で
は
、
就
労
、
教
育
、
啓
発
な

ど
の
分
野
で
、
今
な
お
解
決
す
べ
き

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
に
実
施
し
た
市
民

意
識
調
査
結
果
で
は
、
家
族
や
親

せ
き
と
同
和
地
区
関
係
者
と
の
結

婚
に
つ
い
て
「
本
人
の
意
思
を
尊

重
し
、
結
婚
を
祝
福
す
る
」
と
回
答

し
た
市
民
が
調
査
開
始
か
ら
初
め

て
50
％
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

今
ま
で
の
教
育
、
啓
発
の
成
果
と
し

て
評
価
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
半
数
近
く
の
市
民
が
こ

だ
わ
り
や
反
対
の
意
思
を
持
っ
て

い
る
こ
と
や
、
結
婚
時
の
身
元
調
査

を
肯
定
す
る
市
民
が
半
数
を
超
え

　今にも水面に太陽が沈もうとする海辺の情景を印象的に描いたこの作
品は、80 歳を記念して制作されたものです。青い空と海をだんだんとオ
レンジ色に染めていく夕陽を背景に、猫を抱く瞳の大きな人魚の姿が幻
想的に表現されています。
　また、互いの目をじっと見つめ合う人魚と猫のまわりには、小鳥や魚
やクラゲなどたくさんの生きものが描かれ、藤城が自然や生きものに向
ける親愛の情が画面いっぱいにあふれています。
　27 日（日）まで開催する「藤城清治 光と影の世界展」では、作家自
ら展示構成を考え、まるで舞台のようなさまざまなしかけが施され、会
場全体を１つの作品のようにつくりあげています。ぜひ会場でドラマ
チックな演出をお楽しみください。

　　　　　　　　　　■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）

　　　　　　　　　　URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa

藤城清治　《夕陽の中の愛の奇跡》
2004 年制作
©Seiji Fujishiro/HopiPro 2006

米
子
市
人
権
施
策
基
本
方
針

（
同
和
問
題
に
関
す
る
人
権
施
策
編
）



職
場
生
活
の
悩
み
、
人
生
の
歩
き
方
な

ど
に
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。　

と

き　

原
則
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

勤
労
者
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
（
東
福
原
８―

24―

31
）

※
面
談
時
間
は
50
分
程
度
で
す
。

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

開
館
時
間

月
曜
〜
土
曜
…
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

日
曜
…
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
水
曜
・
祝
日
は
休
館
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

米
子
市
勤
労
者
青
少
年
ホ
ー
ム

（
☎
34―
５
１
５
４
）

子
ど
も
の
人
権
相
談

　

暴
行
、
虐
待
、
い
じ
め
、
体
罰
、
不

登
校
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
子
ど
も

の
人
権
専
門
委
員
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と

き　

23
日
㈬　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

明
道
公
民
館
（
東
町
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局

（
☎
22―

６
１
６
１
）

行
政
書
士
相
談

　

遺
言
、
相
続
、
離
婚
、
悪
徳
商
法
被

害
、
交
通
事
故
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
こ

と
に
、
行
政
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と

き　

９
月
２
日　

10
月
７
日

　
　
　
　

11
月
４
日　

12
月
２
日

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
毎
月
第
１
土
曜
日
に
開
設
。

と
こ
ろ　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
行
政
書
士
会
西
部
支
部
事
務
局

（
☎
26―

４
５
４
１
）

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
選
挙
人
名
簿
を

調
製
し
ま
す

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
９
月

１
日
現
在
で
「
鳥
取
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
選
挙
人
名
簿
」
を
調
製
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
漁
業
協
同
組
合
に
加
入
の

方
は
組
合
で
、
そ
う
で
な
い
方
は
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

該
当
す
る
の
は
、
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
で
す
。

●
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
場
の
あ
る
方

●
年
間
90
日
以
上
、
漁
船
を
使
う
漁
業

　

を
営
ん
で
い
る
方
、
ま
た
は
そ
の

　

漁
業
の
従
事
者

●
昭
和
61
年
12
月
６
日
以
前
に
生
ま
れ

　

た
方

申
請
期
間　

９
月
１
日
㈮
〜
５
日
㈫

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
23―

５
３
４
６
）

第
６
回
米
子
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

を
開
催
し
ま
す

と

き　

31
日
㈭ 

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
１
会
議
室

※
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
の

午
後
１
時
30
分
〜
50
分
の
間
に
受
付
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

行
政
改
革
推
進
室

（
☎
23―

５
３
０
６
）

耕
作
反
別
証
明
書
を
即
日
交
付
し
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
淀
江
支
所
地
域
整
備

課
で
、
耕
作
反
別
証
明
書
の
即
日
交
付

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
☎
23―

５
２
７
７
）

淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風
呂
の
使

用
を
休
止
し
ま
す

　

淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ

ラ
ー
故
障
の
た
め
、
当
面
、
風
呂
の
使

用
を
休
止
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23―

５
１
５
５
）

人
権
・
行
政
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
と
行
政
相
談
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
予
約
不
要
）

と　

き　

８
日
㈫
、
18
日
㈮
、
28
日
㈪
、

　
　
　
　

９
月
５
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課
（
☎
23―

５
３
７
３
）

農
地
相
談

　

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

と

き　

17
日
㈭

●
市
役
所
４
０
２
会
議
室
（
４
階
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
淀
江
支
所
第
１
会
議
室

　

午
後
２
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
☎
23―

５
２
７
７
）

若
年
労
働
者
の
相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

働
く
若
者
（
学
生
以
外
の
求
職
者
を

含
む
）
を
対
象
と
し
て
、職
業
の
選
択
、

今
月
の
納
期
・
・
・
市
県
民
税
２
期　

国
民
健
康
保
険
料
２
期　

介
護
保
険
料
２
期　
　

※
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う



戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

―
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す―

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金

と
し
て
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
優
先
順
位

に
よ
る
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

　
　

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が

　
　

同
じ
で
あ
る
①
父
母
②
孫
③
祖

　
　

父
母
④
兄
弟
姉
妹

４
．
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

　
　

④
兄
弟
姉
妹

５
．
１
〜
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦
没

　
　

者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

　
　

１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

　
　

い
た
３
親
等
内
の
親
族

問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
支
援
課
（
☎
23―

５
１
５
３
）

淀
江
支
所
福
祉
保
健
課

（
☎
56―

３
１
１
３
）

悲
惨
な
核
戦
争
と
核
兵
器
の
廃
絶
を

　

米
子
市
は
、
平
成
18
年
３
月
の
市

議
会
議
決
に
よ
り
、「
非
核
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
悲

惨
な
核
戦
争
に
人
々
が
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
、
核
兵
器

の
廃
絶
を
強
く
訴
え
る
も
の
で
す
。

　

広
島
、
長
崎
の
悲
劇
を
絶
対
に
繰
り

返
さ
ぬ
よ
う
、
全
世
界
に
向
け
て
核
戦

争
、核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
ま
し
ょ
う
。

◆
平
和
へ
の
祈
り　

黙
と
う
を

　

広
島
、
長
崎
両
市
の
原
爆
死
没
者
の

霊
を
慰
め
、
恒
久
平
和
を
願
う
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場
で
、
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

〈
黙
と
う
の
時
間
〉

広
島
市
…

　

６
日
㈰
午
前
８
時
15
分
か
ら
１
分
間

長
崎
市
…

　

９
日
㈬
午
前
11
時
２
分
か
ら
１
分
間

◆
原
爆
パ
ネ
ル
展

と

き　

７
日
㈪
〜
18
日
㈮

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー

※
原
爆
パ
ネ
ル
の
貸
出
し
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
☎
23―

５
３
３
１
）

さ
さ
竹
や
供
え
物
は
指
定
の
場
所
に

　

七
夕
祭
り
の
さ
さ
竹
や
精
霊
送
り
の

供
え
物
は
、
絶
対
に
川
な
ど
に
捨
て
な

い
よ
う
に
し
て
、
各
地
区
指
定
の
場
所

に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
七
夕
の
さ
さ
竹

●
宇う

け気
河か
わ
ぐ
ち口
神
社
は
、
７
日
㈪
中
に

●
各
地
区
指
定
の
場
所
は
、
８
日
㈫
の

午
前
８
時
30
分
ま
で
に

◆
精
霊
送
り
の
供
え
物

●
湊
山
公
園
は
、
16
日
㈬
の
午
後
７
時

か
ら
９
時
ま
で
に

●
口
陰
田
川
端
、
西
大
谷
橋
先
、
上
後

藤
庵
寺
跡
、長
砂
町（
旧
清
掃
課
前
）は
、

16
日
㈬
の
夜
に

●
各
地
区
指
定
の
場
所
は
、
16
日
㈬
の

午
前
８
時
30
分
ま
で
に

●
淀
江
地
区
は
別
途
回
覧
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

　

盆
前
に
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
指

定
業
者
に
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
☎
23―

５
３
０
０
）

浄
化
槽
の
点
検
を

　

夏
は
、
浄
化
槽
の
臭
気
が
強
く
な

る
季
節
で
す
。
浄
化
槽
の
点
検
を
怠
る

と
、
地
域
の
環
境
汚
染
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
保
守
点
検
と
清
掃
は
定
期
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
浄
化
槽
設
置
者
は
、
保
守
点

検
と
清
掃
の
ほ
か
、
年
に
１
回
水
質
に

関
す
る
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
生
活
環
境
局

（
☎
31―

９
３
２
３
）

湊
山
公
園
で
精
霊
送
り
と
灯
ろ
う
流
し

　

う
ら
盆
精
霊
送
り
と
灯
ろ
う
流
し
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
菓
子
・
果
物

な
ど
の
供
物
を
預
か
り
ま
す
が
、
翌
日

に
収
集
し
ま
す
の
で
、
可
燃
物
と
そ
れ

以
外
の
も
の
（
盆
提
灯
な
ど
を
含
む
）

は
必
ず
区
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
仏
具
（
位
牌
、
塔
婆
な
ど
）

は
お
寺
で
供
養
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き　

16
日
㈬　

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

湊
山
公
園

問
い
合
わ
せ

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
23―

５
４
９
１
）

１
日
介
護
入
門
講
座

  

介
護
の
基
本
的
な
知
識
、
技
術
が
習

得
で
き
ま
す
。

と

き　

29
日
㈫（
男
性
）午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
性
）午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」（
錦
町
）

内

容　

関
節
痛
の
緩
和

定

員  

30
人

※
受
講
料
無
料
（
材
料
費
実
費
負
担
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

西
部
地
域
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

（
☎
23―

５
４
７
０
）

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
淀
江
支
所 

（
☎
56―

５
４
６
７
）



市
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種
・
人
数

●
一
般
事
務
・
１
人　

●
土
木
・
１
人

●
保
育
士
・
１
人　

●
保
健
師
・
１
人

応
募
資
格

●
一
般
事
務
及
び
土
木

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

●
保
育
士

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
保
育
士
登
録

を
し
て
い
る
方（
登
録
見
込
の
方
も
含
む
）

●
保
健
師

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
保
健
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

（
取
得
見
込
の
方
も
含
む
）

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
も
受
験
で

き
ま
す
。
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
が

採
用
さ
れ
た
場
合
は
、
公
権
力
の
行
使

に
携
わ
る
業
務
や
公
の
意
思
の
形
成
へ

の
参
画
に
携
わ
る
職
以
外
の
業
務
・
職

に
配
属
さ
れ
ま
す
。

試
験
日
・
科
目

第
一
次
…
９
月
17
日
㈰
・
教
養
、
専
門

第
二
次
…
11
月
上
旬
・
適
性
検
査
、
作

　
　
　
　

文
、
面
接

採
用
予
定
日　

平
成
19
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

２
日
㈬
〜
22
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
職
員
課
に

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
い
合
わ
せ

職
員
課
（
☎
23―

５
３
４
１
）

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種
・
人
員

●
地
域
療
育
担
当
支
援
員
・
１
人

●
少
年
指
導
員
・
１
人

応
募
資
格

●
地
域
療
育
担
当
支
援
員

昭
和
16
年
10
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
保
育
士
証
及
び
普
通
自
動
車
運
転

免
許
証
を
有
す
る
方

●
少
年
指
導
員

昭
和
16
年
10
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
保
育
士
証
又
は
教
員
普
通
免
許
状

を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目

30
日
㈬
・
作
文
、
面
接

※
場
所
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
18
年
10
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

７
日
㈪
〜
25
日
㈮

受
験
案
内
の
請
求
、
問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課
（
☎
23―

５
１
７
７
）

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種
・
人
員

●
消
防
吏
員
・
２
人

応
募
資
格

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
・
科
目

第
一
次
…
10
月
１
日
㈰
・
教
養
、
体
力

第
二
次
…
10
月
下
旬
・
面
接
、
作
文
、

　
　
　
　

健
康
審
査
、
消
防
適
正
検
査

採
用
予
定
日　

平
成
19
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

28
日
㈪
〜
９
月
12
日
㈫（
当
日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
受
付
場
所

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合　

消
防
局
総
務
課
（
☎
35―

１
９
５
１
）

〒
６
８
３―

０
８
５
３

両
三
柳
５
４
５
２
番
地

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

防
衛
庁
で
は
、
各
種
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
一
般
曹
候
補
学
生
・
曹
候
補
士
・

　

航
空
学
生
・
２
等
陸
海
空
士

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

 　
（
☎
33―

２
４
４
０
）

市
役
所
総
務
課
（
☎
23―

５
３
３
１
）

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

９
月
10
日
㈰
午
前
９
時
・
米
子
駅
集
合

（
９
時
15
分
発
）・
行
き
先
…
大
山
赤

松
方
面 

（
行
程
約
12
㎞
）・
往
復
運
賃

８
９
０
円
・
解
散
予
定
午
後
４
時
頃

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23―

５
４
２
６
）

絵
画
教
室
生
徒
募
集

と

き　

９
月
９
日
㈯
、11
月
11
日
㈯
、

　
　
　
　

１
月
13
日
㈯
、
３
月
10
日
㈯

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

米
子
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

　
　
　
　
（
皆
生
３
丁
目
）

定

員　

10
人

　
　
　
　
（
障
が
い
の
あ
る
方
優
先
）

講

師　

八や

お尾
洋よ
う
い
ち一
さ
ん

　
　
　
　
（
山
陰
新
協
美
術
会
）

※
受
講
料
無
料

　
（
た
だ
し
、
画
材
等
実
費
負
担
あ
り
）

問
い
合
わ
せ

米
子
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

（
☎
23―

０
６
９
９
）

８
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間
で
す

生涯学習相談
　何かを学びたい、始めたいと思ったとき、お気
軽にお尋ねください。
　米子市主催の学習講座や市内公民館で活動して
いるサークルなどを紹介しています。
■と き　午前 10時から正午、
　　　　　午後１時から４時
　　　　　（土、日、祝日を除く）
■ところ　生涯学習課（☎２３－５４４４）
　　　　　（市役所第２庁舎３階）



☆ボランティア募集☆
　米子市実行委員会事務局では、「ス
ポレク鳥取 2006」米子大会を一緒に
盛り上げてくださるボランティアを募
集しています。記念品等の袋詰、各競
技会場での運営役員の補助・清掃、歓
迎旗の設置などを手伝っていただきま
す。詳しくは事務局までお問合せくだ
さい。
▼応募締め切り　31日（木）

　今年の秋に鳥取県で「スポレク鳥取２００６」が開
催され、米子市では「女子ソフトボール」「年齢別ソ
フトテニス」「インディアカ」の３種目が開催されます。
　今回は、「インディアカ」について紹介します。

■と き　９月 17日（日）
■募集人員　150人
■応募締切　24日（木）必着
■対 象　小学生以上（ただし、小学生は保護者同伴）
■応募要領　はがきに搭乗する方の住所・氏名・年齢・電話番号を明記の
うえ、申し込んでください。
　　　　　　（小学生は必ず学年を記入してください。）
　　　　　　はがき１枚につき、２人まで申し込みできます。
※応募が多数の場合、抽選といたします。当選者には９月８日頃までに搭
乗券等の発送をもってお知らせします。
■応募・問い合わせ　〒６８４－００５３　境港市小篠津町２２５８
　　　　　　　　　　航空自衛隊美保基地渉外室（☎４５－０２１１）

子育て講座「タムタムスクール」受講者募集 !
～子育て真っ最中の皆さん、まもなく親になる皆さん～

乳幼児期の子育てで困ったり、不安を感じたりしていませんか。ご参加をお待ちしています。受講料は無料です。
※詳しいプログラムは生涯学習課・市役所総合案内・各公民館にあるちらしをご覧ください。

対 象 日 程

Ａコース
（５回）

・主に０～２歳児の父母、祖父母等
・これから親になる方
・子育てに関心のある方

 ９月14日（木）、21日（木）、28日（木）
10月６日（金）、26日（木）

Ｂコース
（５回）

・主に３～６歳児の父母、祖父母等
・子育てに関心のある方

11月９日（木）、15日（水）、22日（水）、30日（木）
12月７日（木）

　◆と き　午前 10時から正午（午前９時 30分から受付）　　　◆ところ　児童文化センター　研修室
　◆定 員　各コース 45人（先着順）　　　　　　　　　　　　　◆託 児　各コース定員 35人（要申込・無料）
　※８日（火）から受付けをはじめます。電話申込可。　
　■申込・問い合わせ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

Ｃ－１輸送機
体験搭乗

◆インディアカを観に行こう！
「スポレク鳥取２００６」インディアカ大会を応援しましょう！
▽競技日程　10月 22日（日）～ 23日（月）
▽会 場　米子産業体育館

■問い合わせ
第 19回全国スポーツ･レクリエーション祭
米子市実行委員会事務局
（☎２３－５４３８　FAX２３－５４１４）　
ホームページアドレス
http://www.sporec-yonago.jp

◆インディアカとは？
　４枚の赤い羽が付いた「インディアカ」というボールを素手で打ち合う室内競技です。コートの
広さはバドミントンと同じで、ルールはバレーボールに似ています。４人対４人で競技を行います。
ボールに付いた羽が滞空時間を長引かせ、また狙った方向にまっすぐ飛ばす働きをするので、ボー
ルに不慣れな方でも気軽にプレイに加わることができます。
　インディアカは全身運動なので、無理なく体を鍛えたい方、楽しみながらひと汗かく運動がした
い方におすすめです。



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方。
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事実
上婚姻関係と同様の事情にある人や婚約者を含む）がある方。
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方等は、単身での
お申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。
●現に、住宅に困窮していることが明らかな方。
■老人等向住宅
60 歳以上の方、心身障がい者については、優先入居（応募者が
複数の場合は公開抽選となります）の制度があります。それぞれ
条件がありますので、詳しくは、お問い合わせください。
■申込受付期間・場所
１日（火）～９日（水）ただし、土・日を除きます。
市役所建築課（本庁舎２階）、淀江支所地域整備課
■申込に必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの）。そ
の他、お申込み理由により添付書類が必要となる場合があります。
＜住宅申込書などは建築課、淀江支所地域整備課にあります＞
■入居選考方法　16 日（水）公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　９月１日（金）
■問い合わせ　建築課（☎２３－５２６３）
次回の市営住宅入居者募集の期間は、9月1日～11日の予定です。
■特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町、３ＬＤＫ、家賃月額69,000円）
　の募集も行なっています。詳しくはお問い合わせください。

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

青 木
住 宅 永 江

52R1 104 中層耐火
４ 階 建 ３DK 13,700

～ 22,700 S52（老人等優先入居）

53R1 306 中層耐火
４ 階 建 ３DK 14,300

～ 23,700 S53

市営住宅入居の制限のお知らせ
米子市の行政サービス利用制限措置として、市税の滞納があ
る方は、原則、市営住宅への入居ができません。

開発公社所有地を売払いします
　一般競争入札により公社所有地を売払いし
ますので、買受希望の方はご参加ください。
■所在地
　①大工町 106番地 (面積　98.12 ㎡）
　②東町 441番地（面積　 215.81 ㎡）
■売払物件の案内図

■現地説明の日時・場所
　と き　22日（火）午前 10時～
　ところ　売払物件所在地
■入札日時・場所
　と き　① 29日（火）午前 10時
　　　　　② 29日（火）午前 10時 30分
　ところ　米子市役所旧庁舎３階
　　　　　605会議室
■注意事項
入札に参加される方は、入札当日、現金又は
銀行振出小切手で、入札金額の 10％以上の入
札保証金を納付する必要があります。その他
の詳細は、開発公社で交付している入札心得
書に掲載しています。
■問い合わせ
米子市土地開発公社（☎２２－６３５５）

フレッシュタウン錦海団地　－14区画を募集－
" フレッシュタウン "錦海団地の住宅用地を分譲しています。完売間近のため、お申込みはお早めに。
■１区画当りの面積　268.45 ㎡～ 360.57 ㎡
■分譲価格　14,758,888 円～ 20,227,977 円
■分譲の条件　
・５年間は、住宅敷地以外の用途に使用できません。
・５年間は、第三者に譲渡や貸し付けはできません。
・契約保証金として契約時に分譲代金の１割を納付していただきます。
■申込方法　所定の申込書に住民票を添えて、
　　　　　　管理課（本庁舎２階）にお申し込みください。
■受付期間　随時受付。（完売したときは、受付を終了します。）
■譲渡人の決定　申込み順に譲渡人を決定します。
■問い合わせ　管理課庶務係　（☎２３－５２４４）
※詳しい内容は、「米子市ホームページ」にも掲載しています。



～１歳から７歳６か月未満のお子さんのいる保護者の方へ～

６月２日から麻しん、風しんの定期予防接種が再び変わりました
　予防接種法施行令が平成18年４月１日に改正されたことに伴い、麻しん、風しんの予防接種の対象とならなくなった
お子さんに対し、これまで無料で予防接種を行なっていました。しかし、６月２日に同法施行令が再び改正され、接種
対象が広がりましたのでお知らせします。改正内容は次のとおりです。
①４月から対象外となっていた 1歳から 2歳未満で麻しん、風しんのどちらか一方のみを接種したお子さんについても、
　従来からの麻しん又は風しんの単独ワクチンが定期接種の対象となりました。
②麻しん、風しんの単独ワクチンを既に接種されたお子さんも、年長さんで 2回目の接種を行います。
■接種対象　1期…１歳から２歳未満のお子さん　2期…小学校就学前の年度のお子さん（年長さん）
■接種方法　麻しん風しん混合ワクチンを 2回接種

麻しん風しん
混合（ＭＲ）

 ※１期について・・・
　原則、麻しん風しん混合ワクチンを接種します（単独ワクチンも可）。ただし、麻しん、
　風しん予防接種（麻しん、風しんの単独ワクチン）のどちらか一方を受けたお子さん、
　又はかかったお子さんは、もう一方の予防接種を単独ワクチンで接種します。
※2期について・・・
　原則、麻しん風しん混合ワクチンを接種します（単独ワクチンも可）。ただし、どちらか一
　方にかかったお子さんは、もう一方の予防接種を単独ワクチンで接種します。

　麻しん単独ワクチン、風しん単独ワクチン、又は麻しん風しん混合ワクチンを
早めに接種されるようお勧めします。接種にあたり、1期、2期に該当するお子さ
んは手続きの必要はありません。母子健康手帳を持参し、かかりつけ医に相談の
うえ接種してください。

■申込・問い合わせ　健康対策課（☎ 23－5452 ～ 5454）
　　　　　　　　　　（錦町１丁目「ふれあいの里」３階　米子市保健センター内）

訪問による基本健康診査のお知らせ
　昭和42年3月31日までに生まれ、在宅で寝たきりなどの
方と、家族等の介護を担う方で、医療機関に出向いての健
診が困難な方を対象に、訪問による健康診査を実施します。
　ご希望の方は 18日（金）までにお申し込みください。
■実施期間　９月 1日～９月 30日
■健診内容　基本健康診査に準じます。
■実施医療機関　健康対策課にお尋ねください。
■負担金　無料
※平成１8年度基本健康診査受診票が必要です。
■申込・問い合わせ　健康対策課（☎２３－５４５2）

歌って健康若がえり教室 

　ピアノ伴奏にあわせてみんなで思いっきり歌いましょ
う！あんな歌、こんな歌 ．．．こころがますます元気には
ずんできます。あなたの健康づくりにお役立てください。
■と き　22日（火）午後１時30分～３時20分
　　　　　（受付は午後１時から）
■ところ　「ふれあいの里」１階　大会議室
■歌の指導　村

む ら お

尾　義
よしはる

晴さん
■参加費　100円
■問い合わせ　米子市地区保健推進員連絡協議会　　　
　　　　　内田久美子さん（☎３３－６４９１）

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

６
歳

７
歳

８
歳

接種対象とならなくなった
お子さんは…
　新制度の 1期、2期の対
象ではなく、麻しん、風し
んの予防接種をまだ受けて
いないお子さん（2歳以上
7 歳 6 か月未満）に対し、
平成 19 年３月 31 日まで
無料で麻しん、風しんの任
意接種を実施します。接種
をご希望の場合は、印鑑と
母子健康手帳を持って健康
対策課または淀江支所にお
出かけください。



お子さんの予防接種
　生まれ月ごとに毎月実施します。受けられ
なかった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時
　　　　　（接種は午後１時15分から）
その他　母子健康手帳、予診票をお持ちください。
　　　　（母子健康手帳がないと受けられません）
　　　　「予防接種と子どもの健康」の冊子を読
　　　　んできてください。
　　　　体温は接種会場で測ります。

◆結核予防接種（ＢＣＧ）
対 象 児 接 種 日

H18年４月27日～５月９日生 ８月９日（水）
H18年５月10日～５月30日生 ８月30日（水）
H18年５月31日～６月12日生 ９月12日（火）

※生後３か月で接種します。
※生後６か月未満で接種を受けていない方も受け
　てください。
※ツベルクリン（結核に感染しているかどうかの
　検査）はなくなりました。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種
ポリオは、8月はありません。9月以降に受けて
ください。

結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

18日
（金）
福生東

10 区集会所 午前９時30分～10時10分
福生体育館 午前10時30分～11時10分
福生３区公民館 午前11時30分～11時50分
８区･福原公園 午後１時30分～１時50分
福生東公民館 午後２時10分～２時30分
米子市心身障害者福祉センター 午後２時50分～３時10分

25 日
（金）
車 尾

６区・タカサキ美容室駐車場 午前９時30分～９時50分
車尾公民館 午前10時～10時30分
中島元ドッキリ市場駐車場 午前10時50分～11時20分
観音寺公民館 午後１時～１時20分
３区・浦木修一氏宅前 午後１時30分～１時50分
中島公園入口 午後２時～２時20分

30 日
（水）
福米西

新開東・皆生尚寿苑玄関前 午前９時30分～９時50分
新開西・宮崎秀雄氏駐車場 午前10時10分～10時30分
福米西公民館 午前10時50分～11時10分
上谷１区・尾沢三夫氏駐車場 午前11時30分～11時50分
下谷２区・大滝氏駐車場 午後１時30分～２時

31 日
（木）
夜 見

夜見公民館 午前９時20分～９時40分
1区公民館入口 午前10時～10時20分
業務用食品スーパー夜見店 午前10時40分～11時
しんかわストア 午前11時10分～11時40分
4区・元椿俊雄氏宅前 午後１時20分～１時40分
5区・松本弘次氏倉庫跡 午後２時～２時20分
3区・りつ歯科医院となり空地 午後２時40分～３時

９ 月
５ 日
（火）
大 高

石田公民館 午後１時30分～２時
大神山神社境内 午後２時10分～３時
下郷集会所 午後３時20分～３時40分

９ 月
８ 日
（金）
大 高

大高公民館 午前９時30分～10時30分
城園ハイツ集会所 午前10時40分～11時
前田隣保館 午前11時10分～11時30分
岡成・船越商店前 午後１時～１時30分
上泉・林原勇雄氏宅前 午後１時50分～２時10分
下泉公民館 午後２時20分～２時40分

■対象者　米子市に住民票がある 40歳以上の方
■内 容　胸部レントゲン検査
（問診結果で、肺がんの「たん」の検査を受けることもできます）
■料 金　レントゲン撮影は無料（「たん」の検査は 900円です）
※くわしくは地区回覧をご覧ください。
※アスベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望される方は、
　問診の際にお申し出ください。

胃がん集団検診日程
月 日 ところ と き

８月21日
（月）

富益公民館 午前７時30分～８時
和田公民館 午前９時～９時30分

８月28日
（月）

尚徳公民館 午前７時30分～８時
五千石民館 午前９時～９時30分

■前日の午後９時以降は、絶食
　してください。
■受診票を必ずご持参ください。



気軽にできる

Hip Hop Dance教室
　この夏、Hip Hop ダンスを始めて
みませんか？初心者でも大丈夫。スト
レッチ・腹筋もしっかりやります。シェ
イプアップにも役立ちます。皆でいい
汗かきましょう。受講料は無料です。
と き　24日（木）～11月９日（木）
　　　　午後７時～８時30分
　　　　（毎週木曜日　全 12回）
ところ　米子市勤労青少年ホーム
　　　　（米子産業体育館裏）
対 象　勤労青少年
　　　　空きがあれば一般希望者
定 員　15名
申込締切　21日（月）
※定員になりしだい締め切ります。
■申込・問い合わせ
勤労青少年ホーム（☎３４－５１５４）

◆特に記載のないものは参加自由・無料です。
　入館料が必要な場合もありますので、
　各施設までお問い合わせください。
◆翌月上旬までの催しを掲載しています。

市立図書館
☎２２－２６１２

木曜おはなし会（協力：ほしのぎんか）
毎週木曜日（31日は休みます）・午前
10時40分～11時30分・親子読書コー
ナー・紙芝居、絵本の読み聞かせ、手
あそび、パネルシアター
つつじ読書会
９月２日（土）午前 10時・特設文庫室・
富
とみやま

山太
た か お

佳夫著「笑う大英帝国・文化と
してのユーモア」
ビジネス支援
「起業勉強会」８日（火）午後６時30
分～・２階特設文庫室
「新規就農相談会」20 日（日）午前
10時～・２階大会議室
「特許情報相談会」22 日（火）午前
10時30分～・２階特設文庫室

米子人生大学講座のご案内
第５回

７日（月）
「青年海外協力隊の役割　～ニジェール滞在から学んだこと～」
講師　青年海外協力隊　鳥取県OV会　 中

なかしま

嶋　伸
の ぶ こ

子さん

第６回
28日（月）

「家庭教育のあり方　～伝えていこう日本の心～」
講師　大山町人権交流センター　所長　山

や ま ね

根　浩
ひろし

さん

第７回
９月４日（月）

「ふるさとの環境保全を考える
～中海宍道湖ラムサール条約登録を受けて～」

講師　中海水鳥国際交流基金財団　米子水鳥公園
　　　指導員　神

か み や

谷　要
かなめ

さん

どなたでも受講できます。お気軽にお出かけください。受講料は無料です。
■ところ　　　米子市文化ホール
■時 間　　　いずれも午後２時～４時（開場　午後１時 30分）
■問い合わせ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

古文書研究会
26日（土）午後１時30分～・西村美

み

須
す

女
じょ

（幕末期日吉津村出身）の旅行記
「多

た び の み ち く さ

比能美知久佐（旅の道草）」・講師
…中

なか

　宏
ひろし

さん
夏休みの子ども向け「食育パネル展」
１日（火）～ 30 日（水）・２階おど
り場
■開館時間
平日…午前９時～午後６時、
土・日・祝日…午前９時
～午後５時
■今月の休館日
毎週月曜日、31日

お届けします『食の知
し

っ得
とく

講座』
　毎日の食生活の中で、「この食べ物は安全なの？」「この食品の表示は信用で
きるのかしら ?」といった疑問にお答えするため、ご希望の日時・場所に職員
を派遣する無料の講座を実施しています。
※講座の内容、申込み方法についてはお問い合わせください。
■対 象　自治会、ＰＴＡ、消費者団体のほか、この講座のために作ったグルー
　　　　　プなどで、10人程度以上
■申込・問い合わせ　中国四国農政局鳥取農政事務所
　　　　　　　　　　地域課（☎２７―１７２１）

「肺の日」記念
米子医療センター

公開講座
　米子医療センターでは、8月１日の
「肺の日」記念に合わせ、どなたでも
気軽に参加できる講座を開催します。
参加無料です。
テーマ　「肺がんの診断・治療と予防」
　講師　呼吸器科医長
　　　　小

こ し ょ う ぶ

勝負知
ともあき

明さん
テーマ　「肺がんの外科的治療」
　講師　呼吸器外科医長
　　　　鈴

す ず き

木　喜
よしまさ

雅さん
■と き　23日（水）
　　　　　午後３時～４時
■ところ
　国立病院機構米子医療センター
　２階大会議室
　（車尾４ー 17－１）
■問い合わせ
　米子医療センター管理課
　（☎３３－７１１１）



図書室では

その他館内では

プラネタリウム室では

児童文化センター
☎３４－５４５５

解説員が優しく語りかける「今夜見え
る星空と星座物語（いるか座、白鳥座、
蛇使い座）」をどうぞお楽しみくださ
い。おとなの方もぜひ、ご利用くださ
い。30日（水）から上映時間を変更し
ますのでご注意ください。
・プラネタリウム投影時間
28 日まで 30日から 土・日・祝日
午前 11時 － 午前10時45分

－ － 午前11時45分
午後 2時 午後 2時 午後 2時
午後 3時 午後３時 午後 3時
午後４時 － 午後 4時

・観覧料金
　小中学生 50円、大人 210円、
　幼児無料（保護者同伴のこと）
・土曜日は小中学生無料
・団体の電話予約可
◆天体観測会「生きた太陽の姿を見よう」
（米子高専連携事業）
20日(日 )午前９時30分～10時30分、
対象：小中学生と保護者 20名、電話
申込受付中（太陽の写真プレゼント）
◆出張天体観測会
（米子市子ども地域活動支援事業）
対象：米子市内の小学生と保護者・
人数 10 ～ 50 名まで・５日、19 日、
26 日（土）・９月、10月も開催予定
です。各地区実行委員会（各公民館）
を通して申し込んでください。

おはなしや、絵本の世界へどうぞ。
当日自由参加。
えほんとわらべうた
２日、９日、23日、30日（水）午前
10時30分～11時・「ハイハイよちよ
ちコース」（０歳～１歳半児とその保
護者対象）、11時10分～11時40分・「た
んたんピョンピョンコース」（１歳児
以上とその保護者対象）

米子市美術館
☎３４－２４２４

特別展「藤
ふじしろ

城清
せ い じ

治　光と影の世界展」
童話の世界や郷愁を誘う情景などを幻
想的な色彩のシルエットで詩情豊かに
描き、影絵を芸術として広く浸透させ
た影絵作家の第一人者・藤城清治の初
期のモノクロ作品から最新作まで大作
を中心に約 150 点を選りすぐり、半
世紀以上に及ぶ創作の軌跡を振り返り
ます。
◆会期　27日（日） まで開催
　　　　（水曜日休館）
◆観覧料　一般 1,100（800）円、
　　　　　高校・大学生 600（500）円、
　　　　　小・中学生 400（300）円
※（　）内は 15名以上の団体・70 歳
　以上の方・障がいのある方（介
　護者 1人含む）の料金。
藤城清治特別展関連イベント
●藤城清治サイン会
６日（日）午後１時 30分～・美術館
●学芸員によるギャラリートーク
会期中毎週土曜日　午後２時～
第3回ミュージアムスクール
「夏休みアートなワークショップ」
講師を招いて創作活動を行います。
19日（土）、20日（日）午前10時～午
後４時、参加費無料、児童文化センター
※詳しくはお問い合せください。
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週水曜日
ただし、28日～ 31日は展示作業のた
め閉館します。

おはなしのへや
（共催・朗読ボランティア火曜の会）
13日（日 ）午 前11時～11時30分・
『ひまわり』、午後２時30分～３時10
分・『おひさまきらきら』など、紙芝
居や絵本の読み聞かせなど
子どもの本をたのしむ会
９月４日（月）午前10 時～正午・
「薮

やぶうち

内正
まさゆき

幸さんの本」がテーマです。
夏休みおはなし会
９日（水）午後２時～２時45分、１～
４年生・午後３時～４時、５年生以上
～大人対象・ストーリーテリングや、
絵本の読み聞かせなど
だくちるおはなし会
26日（土）午後２時15分～３時15分
『おじいちゃん』ほか、おはなしや絵
本、手遊びなど・幼児～大人対象

◆自由工作コーナー
毎日午前９時～午後５時、いろいろな
ものを作ることができます。
■夏休みの催しは、センターだより特
別号をご覧ください。
■開館時間　午前９時～午後５時
■電話受付　午前８時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日、16日

米子水鳥公園
☎２４－６１３９

◆夏休み子ども自然講座
「湊山公園の生き物マップを作ろう！」
13日（日）午前９時30分～正午・小
学生対象先着 20名・要申し込み・参
加無料・会場：児童文化センター
◆夏休み親子ふれあい講座
「小鳥のお家を作ろう！」
20 日（日）午前９時 30 分～正午・
小学生の親子先着 10組、要申し込み・
材料費 100 円・会場：水鳥公園ネイ
チャーセンター
■開館時間　午前9時～午後５時30分
■今月の休園日　毎週火曜日

■お知らせ
　米子水鳥公園ネイチャーセンター
の年間パスポート料金 3,000 円が、
１日から 1,500 円になります。
　すでにご購入された方は、有効期
限を２年間に延長させていただきま
す。皆さんの一層のご利用をお待ち
しています。



水鳥公園からのたより

水鳥公園に眠る貝の化石

■編集発行／米子市企画部市民参画課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／東京印刷株式会社

　米子水鳥公園の中には、不思議な場所があります。地面が露出していて、大量の貝殻が敷き詰められたようになって
いる場所です。まるで「貝塚」のようです。これには米子水鳥公園の成り立ちと深い関係があります。
　米子水鳥公園がある彦名干拓地は、中海の湖底の砂をくみ上げて造られました。現在、畑として利用されている場所
は、外から持ち込まれた土で覆い隠されてしまっていますが、米子水鳥公園内では、
その湖底からくみ上げられた砂がそのまま露出しています。この砂には大量の貝
殻が含まれており、砂の体積の半分を占めるほどです。
　先日、この貝殻を専門家に見てもらいました。すると、大半はサルボウガイと
いう貝で、1300 年ほど前に弓ヶ浜半島が夜見島と呼ばれていた時代のものだと
教えていただきました。この時代、彦名近辺が海とつながっており、ここに大量
の貝が生息していたようです。それらの殻が堆積した地層を干拓工事でくみ上げ
たので、水鳥公園の砂には大量の貝殻が含まれていたのです。
　そして、この貝殻の山には、サルボウガイ以外にも、アカニシ、イワガキ、ツ
ノガイ、オキシジミなど、さまざまな種類の貝が含まれていました。これほど多
くの貝殻が堆積するほど、かつての中海には貝が豊富に住んでいたことに驚きました。
　ところが現在、中海にはこれほど多くの貝は生息していません。この貝殻の山は、中海がかつて豊饒の海であったこ
とを現代に伝える貴重な資料です。
　今、中海を昔のようにきれいにしようという運動が盛り上がり始めています。貝が豊富に生息する豊かな中海が早く
戻ってくるといいですね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水鳥公園指導員　神谷　要

新米子の文化財

　米子盆踊りはもともと「冨
ふ じ み

士見盆
ぼんおど

踊り」と呼ばれ、定かではありませんが、
三百数十年前から伝えられてきたといわれています。８月 13 日から 16 日まで
の間、個人の家の門や ､初盆を迎える家の門で踊られていたようです。
　昭和 42 年（1967 年）、市民に普及し後世に継承していくため、「米子盆踊り」
と名称を改め、開催場所を公会堂広場に移して今日まで伝えられてきました。
　米子盆踊りには、振りが異なる「たいしょう踊り」「こだいじ踊り」「さいご
踊り」の３つの踊りがあり、それぞれが素朴な唄とおはやしと太鼓で構成され
ています。「たいしょう踊り」は別名「ばんば踊り」と呼ばれ、由来について
は「馬

ば ば

場で踊られた」、「太鼓のバンバンという擬音」などといわれています。
大正時代に冨士見町で流

は や

行ったため、その名となったともいわれます。また、
｢こだいじ踊り｣は「新

しんほ

保広
こうだいじ

大寺節
ぶし

」が元といわれ、「さいご踊り」は「在
ざいご

郷踊り」
がなまったものといわれています。いずれも庶民的で素朴ですが、古い形

かた

を持
つ格調高い踊りです。
　毎年８月 14 日の夜に、米子市公会堂の広場で盆踊り大会が開かれ、多くの
市民が参加して踊っています。今年のお盆は皆さんも踊りの輪に入ってみませ
んか。
【ご案内】８月 14 日（月）午後７時 30 分より米子市公会堂広場で開催

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

米
よ な ご

子盆
ぼんおど

踊り（県指定無形民俗文化財）

日ノ丸バス・日交バス「公会堂前」
下車すぐ

人口と世帯数　　※平成 18 年７月１日現在の住民基本台帳登録者数　(　) 内は前月比
　　　　　　　　人 口　150,455 人 (－ 47人 )　男 性 71,750 人 (ー 28人 )　女 性 78,705 人 (ー19人 )
　　　　　　　　世帯数　60,585 世帯(＋ 8 世帯 )　　　　　　　　　　　　

多くの人でにぎわう米子盆踊り
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